
1

副業初心者のための

Webビジネス
最初の一歩ロードマップ

AI・SNS・Kindle・メルマガ・アフィリエイト

「結局、何から始めればいい？」が分かる実践ガイド

特典付き｜コピペで使える実践型ChatGPTプロンプト10選

滝沢あつし
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はじめに｜副業したいのに動けないあなたへ

AI、SNS、Kindle、メルマガ、アフィリエイト。選択肢が多いほど、初心者は「結局どれから？」と止ま

りやすくなります。このロードマップの目的は、全部を一気に始めることではありません。全体像をつか

み、今日やることを一つ決めることです。

私自身も、AI・SNS・Kindle・メルマガ・アフィリエイトを学びながら実践しています。大きな成功を経

験した人としてではなく、ゼロから進める中で分かったことを、初心者目線で整理しました。

全部できなくて大丈夫。今日、一つ進めばOKです。

STEP1｜副業の目的を決める

副業で実現したいこと、使える時間、半年後の状態を書き出します。

目的：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ ／ 週に使える時間：＿＿時間 ／ 半年後：＿＿＿＿＿＿＿＿

STEP2｜発信テーマを決める

経験・学び・興味・これからの挑戦も発信材料です。成功してからでなく、学びと実践の過程もコンテン

ツにできます。

テーマ候補：①＿＿＿＿ ②＿＿＿＿ ③＿＿＿＿

STEP3｜全体の流れを理解する

媒体をバラバラに考えず、一つの導線として考えます。

SNS・Kindle・無料レポート → メルマガ登録 → 価値提供・信頼 → 商品・サービス紹介 → 収益化

STEP4｜ChatGPTを作業の相棒にする

アイデア出し、整理、下書きに使います。AIの回答をそのまま正解にせず、最後は自分で確認・判断しま

す。

テーマ → SNS → Kindle → 無料プレゼント → メルマガへ横展開

STEP5｜集客場所を一つ決める

最初から全部やらず、一つで発信し、慣れてから横展開します。

最初の媒体：＿＿＿＿＿＿ ／ 最初の発信：＿＿＿＿＿＿＿＿

STEP6｜メルマガで関係を作る

「また読みたい」と思ってくれる読者との関係を作ります。無料プレゼントは、その入口です。

集客 → 登録 → 価値提供 → 信頼 → 必要な提案

STEP7｜収益化は問題解決から
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売れそうなものを押すのではなく、読者の悩みを理解し、本当に役立つ商品・サービスがあるときに紹介

します。

悩みを知る → 情報提供 → 必要なら紹介 → 反応を次の改善へ
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実践ワーク｜今日やることを一つ決める

□ 副業の目的を書いた

□ 発信テーマ候補を3つ出した

□ ChatGPTを使った

□ 最初の媒体を決めた

□ 発信を1つ作った

□ Webビジネス全体の流れを理解した

□ 次にやることを1つ決めた

今日やること：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

全部にチェックが付かなくても大丈夫です。一つ進めば、昨日より前進しています。
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特典｜コピペで使える 実践型ChatGPTプロンプト10選

［ ］の部分を自分の情報に書き換えて、そのままChatGPTへ送ってください。空欄を埋められないときは

、そのまま「分からない」と書いても構いません。

ChatGPTは一度質問して終わりではありません。回答を見て「3番を詳しく」「もっと初心者向けに」「

私の場合は？」と会話を続けるほど、自分に合う答えへ近づきます。

大切：AIが作った数字・実績・体験談・サービス仕様などを、そのまま事実として使わないでください。

自分の経験と事実を確認してから発信しましょう。

1｜自分の発信テーマを見つける

あなたは、副業初心者の強みや経験を整理し、発信テーマを考えるWebマーケティングのアドバイザー

です。

私はこれからWebビジネスを始めたい初心者です。私の情報をもとに、無理なく続けられそうな発信テ

ーマを一緒に考えてください。

【私の情報】

・仕事・職歴：［ここに入力］

・経験したこと：［ここに入力］

・興味があること：［ここに入力］

・現在勉強していること：［ここに入力］

・これから挑戦したいこと：［ここに入力］

発信テーマ候補を5つ出し、それぞれ「誰に」「何を発信するか」「続けやすい理由」「SNS・Kindle・

メルマガへ展開する切り口」を説明してください。私が入力していない経験や実績は作らないでください

。情報が足りない場合は、先に必要な質問をしてください。

2｜読者の悩みを深掘りする

あなたは初心者向けコンテンツの読者ニーズを整理する編集者です。

発信テーマ：［ここに入力］

想定読者：［ここに入力］

この読者が抱えそうな悩みを20個、読者本人が口にしそうな言葉で出してください。その後、「今すぐ

解決したい悩み」「不安・迷い」「将来こうなりたい」に分類してください。根拠のない事実や調査結果

は作らないでください。これは仮説として提示してください。

3｜SNS投稿ネタを30個作る

あなたは初心者向けSNSのコンテンツ企画担当です。

発信テーマ：［ここに入力］

ターゲット：［ここに入力］

読者の主な悩み：［ここに入力］

発信の目的：［例：信頼を作り、無料プレゼントに興味を持ってもらう］
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投稿ネタを30個、「ノウハウ」「よくある失敗」「気づき」「今日できる行動」に分けて提案してくだ

さい。初心者が理解できる言葉を使い、私が経験していないことを私の体験談として作らないでください

。

4｜SNS投稿の下書きを作る

あなたは、初心者にも読みやすいSNS文章を作る編集者です。

媒体：［X／Instagramなど］

投稿テーマ：［ここに入力］

ターゲット：［ここに入力］

伝えたいこと：［ここに入力］

私自身の実体験として使ってよい情報：［なければ「なし」］

①共感できる導入 ②役立つ内容 ③今日できる小さな行動、の順で投稿案を3つ作ってください。煽り・

誇張・架空の成功談は使わないでください。

5｜Kindleの企画を作る

あなたは初心者向け実用書の企画編集者です。

テーマ：［ここに入力］

想定読者：［ここに入力］

読者の悩み：［ここに入力］

私が実際に経験・学習した範囲：［ここに入力］

Kindle企画を5案出してください。それぞれ「仮タイトル」「誰のどんな悩みを解決するか」「読後の変

化」「本の特徴」「SNS・無料プレゼント・メルマガへの展開案」を示してください。未経験のことを私

の実績として補わないでください。

6｜Kindleの目次を作る

あなたは初心者向け実用書の編集者です。

本のテーマ：［ここに入力］

ターゲット：［ここに入力］

読者の悩み：［ここに入力］

読後に目指す状態：［ここに入力］

初心者が順番に理解・実践できるよう、9章程度の目次案を作ってください。各章について「この章で分

かること」と「読者が行う小さな行動」も付けてください。

7｜無料プレゼントを企画する

あなたはメルマガ集客用の無料コンテンツを企画するマーケターです。

発信テーマ：［ここに入力］
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ターゲット：［ここに入力］

読者の悩み：［ここに入力］

登録後に届けたいメルマガ内容：［ここに入力］

メールアドレスを登録してでも受け取りたいと思える無料プレゼント案を10個提案してください。各案

に「タイトル」「解決する悩み」「形式」「受け取った直後にできること」「メルマガへの自然な接続」

を付けてください。過度な成果保証は使わないでください。

8｜信頼を作るメルマガを企画する

あなたは初心者向けメールマーケティングの編集者です。

読者：［ここに入力］

読者の悩み：［ここに入力］

私の発信テーマ：［ここに入力］

私が実際に経験していること：［ここに入力］

売り込みより価値提供と信頼づくりを優先して、7通のステップメール案を作ってください。各通に「件

名案」「目的」「伝える内容」「読者にしてほしい小さな行動」を付けてください。架空の実績や体験談

は作らないでください。

9｜アフィリエイトにつながる悩みを整理する

あなたは読者の問題解決を優先するコンテンツマーケターです。

ターゲット：［ここに入力］

悩み：［ここに入力］

まず、商品を買わなくてもできる解決策を整理してください。そのうえで、商品・サービスを使うと解決

しやすくなる場面があれば「どんなカテゴリーが役立つか」を挙げてください。特定商品の効果や評判を

確認せずに断定しないでください。最後に、自然な紹介につながるコンテンツテーマを5つ提案してくだ

さい。

10｜今日やるべき一つを決める

あなたは、副業初心者が行動を止めないための実行サポーターです。

現在の状況：［ここに入力］

最終的にやりたいこと：［ここに入力］

今日使える時間：［例：30分］

今迷っていること：［ここに入力］

今の私が最優先でやるべき作業を「一つだけ」選んでください。理由を短く説明し、その時間内で終えら

れる3ステップにしてください。情報が足りず優先順位を決められない場合は、先に質問してください。



8

プロンプトを使った後の「追加質問」例

回答が出たら、次のように続けてみてください。

・「3番をもっと詳しくしてください」

・「専門用語を減らして初心者向けにしてください」

・「今日30分でできる形にしてください」

・「私が入力した経験だけを使って書き直してください」

・「この案の弱いところも教えてください」

ChatGPTを「答えを一発でもらう道具」ではなく、「一緒に考える相手」として使うのがポイン

トです。

最後に｜ここから一緒に進めていきましょう

このメルマガでは、私・滝沢あつしが実際にAI、SNS、Kindle、メルマガ、アフィリエイトを学び、実践

する中で分かったことや、うまくいかなかったこと、改善したことも共有していきます。

次のメールから、Webビジネスをゼロから進める考え方を順番にお届けします。まずは10個のうち一つだ

け選び、ChatGPTに送ってみてください。

発行：滝沢あつし

※本資料は一般的な情報提供を目的としています。収入や成果を保証するものではありません。AIや各サービスの仕様・規約は

変更される場合があります。



